
理 科 学 習 活 動 案

日 時 :2005年 6月 29日 (水)第 5教 時

生 徒 :1年 A組  男 子 上7名 女 子 18名  計 35名

授業者 :教議  志  村   勝

1 倶 知安町立東陵中学校校内研究

研 究 主 題  「生徒が真剣に取 り組む授業の創造」
～基礎 ・基本の充実 ・徹底を軸とした授業の展開～

目指す生徒像  「基礎 ・基本を身につけ、学ぷ意欲をもつ生徒J

部会研究テーマ 「学習に対する充実盛と次の段階の学習意欲へとつながる授業の

展開」

2  単 元 につ いて

( 1 )挙元名 「植物 の世界」

(2)生 徒に到達させたい科学的認識 (基礎・基本)

○植物はさまざまな場所で生育しており、そのことは      [植 物と自然環境 ]

たと水に関係している。

○植物のからだは花、業、茎、根からできており、そ      [植 物の多様性 ]
れぞれ環境に応じたつくりと特徴を持っている。

○箱物の様々なはたらき (光合成、呼吸、薫散)は 、      [積 物の自然環境における役割]
動物にも重要なはたらきであるため、共存共業が

必要である。

○植物はからだのつくりや特徴に基づいて分類できる。     [植 物の分類と多種多様性 ]
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(3)単 元の目標

①身近な植物に関心を持もち、意欲的に探究するとともに、生命を (自 然事象への関心、意欲、盤度)
尊重し、自然環境を保全しようとする。

②身近な植物のなかに問題を見いだし、解決法を考えて観察実験を (科 学的な基考)
行い、事象の生じる要因やしくみを分析的tこ考察し、問題を解決
できる

③身近な種物についての観察実験を行い、基礎操作を習得するとと (観 察実験の技能 ,表現)
もに、規則性を見いだしたり自ら考えを導きだしたりして、創意
あるレポートを作成し、発表することができる。             十

④身近な植物のつくりやはたらきなどを理解し、知識を身につける。 (自然事象についての知識 ・理解)
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4 本 時案
(1)題 材名  「植物のからだ」 ～ 野菜の解剖を通して植物の全俸図をイメージしよう～

(2)題 材についてと研究との関わり

野菜磁身近な糖物ではあるが、生徒たちは単に 「食べ物どとしてとらえており、 「植物」の一部とし
ての認識がうすい。そのため、植物としての全体像を知らない生徒が多い。この身近ではあるが意外牲
のある教材を、植物のからだのつくりの導入で扱うことで学習への意欲となり、植物への関心を高め、

自ら学ぷ姿勢へつながると期待している。

中学校での第 2分 野の導入でもあるので、より多くの植物を直接観察する機会を設け、五感を刺激し
て好奇心を高めさせたい。また、植物の世界の多種多様性を知ることに喜びを感じ、興味 ・関心をもて
るように学習を展開していきたい。

(3)本 時の目標

①身近な野菜も植物の器官の一部であることを認識し、どこの器官であるのか理由も含めて考えることが
できる。(行動観察 ・ワークシー ト)

②解剖に意欲的に取り組み、一生懸命に思考しようとする。(行動観察)

(4)本 時案 (力ぢ紙)

(5)本 時の評価

0身 近な野菜も植物の器営の一部であることを認識し、どこの器営であるのか理由も含めて考えることが
できたか。

②解削に意欲的に取り組み、一生懸命に思考しようとしていたか。

―公開授業指導案 18-



学習活動 評価 留意点
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